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審    査    の    要    旨 
〔批評〕 
 ΛCDM 宇宙モデルによれば, 銀河はより軽い銀河の度重なる衝突を階層的に経験しながら成長
してきた。それゆえ, 現在の局所銀河群は宇宙の階層的構造形成の歴史を記憶していると考えら
れる。本論文では，近年の測光・分光観測で見つかったアンドロメダ銀河のステラ―デブリやステ
ラ―ストリームの存在に注目し，矮小銀河との衝突モデルを考えることにより，衝突の結果作られ
る潮汐ストリームと観測を比較することで，ダークマターハローの分布や衝突する矮小銀河に対
する制限を導き出した。この研究により，標準的な ΛCDM宇宙モデルから予言されるダークマタ
ーハローの外縁分布は，観測を説明できないことを明らかにし，これまでの理論モデルの見直し
が必要であることを示した。この知見は，今後宇宙論と銀河形成論を論ずる上で，極めて重要で
あり，その学術的価値は高く評価される。 
 
 
〔最終試験結果〕 
 平成２９年２月１５日，数理物質科学研究科学位論文審査委員会において審査委員の全員出席のもと，
著者に論文について説明を求め，関連事項につき質疑応答を行った。その結果，審査委員全員によっ
て，合格と判定された。 
 
 
〔結論〕 
 上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格
を有するものと認める。 
 
 
